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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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1,110,4651,800,481

うち一般財源 1,324,014 1,099,583

合計（A)

達成状況
の分析

主な取組

✓　公立大学法人長野県立大学へ運営費交付金及び授業料等減免交付金を交付
　　　・　公立大学法人の運営に必要な経費を交付金として交付
　　　・　高等教育の修学支援新制度に基づく授業料と入学金の減免に必要な経費を補助金として交付

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

2 2職員数（人）

成果指標
設定理由

・特色ある教育・研究・地域貢献の充実や大学院の設置、新型コ
ロナウイルス感染症への適切な対応など、大学運営に必要な規模
の運営費交付金を交付することが必要。

・社会・経済情勢の変化に対応した人材の育成や、安定し
た大学運営に必要な財源を交付することにより、県立大学
の取組を支援していく。

 決　算　額（B）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

koto-shin@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

人口の社会増を実現

事業番号 04 11 02 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 公立大学法人長野県立大学関連事業費
部局

実施期間 H30

県民文化部 課・室 高等教育振興課

８つの重点目標

1-3 高等教育の振興による知の拠点づくり

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

○長野県の高等教育において県が果たすべき役割として、高等教育を受ける機会の充実や、地域を担う人材の育
成、地域振興・活性化への貢献、さらには長野県の高等教育全体の振興が求められている。
○平成30年４月に長野県立大学が開学した。グローバル化や情報化、少子高齢化の進展に伴い、社会全体が時代
の大きな変革期にある今、新しい時代を拓き、生き抜いていく人材の育成が求められている。

グローバルな視野でビジネスや地域社会にイノベーションを創出し、地域に貢献するリーダーの育成と地域課題
を解決する研究活動に取り組む長野県立大学を支援する。

1,815,014

1,113,495

目標値R1年度 R2年度No 成果指標

〇公立大学法人長野県立大学に対する運営費交付金及び授業料等減免交付金の交付
〇公立大学法人長野県立大学評価委員会の開催
〇長野市道路舗装費用負担金

156,495
達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

0前年度繰越

予
算
額

現計予算 1,658,519

1,113,495

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト
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H30年度

公立大学法人長野県立大学への運営費の交付等による成果については指標の設定が難しく、また、施設整備についても短期間
に終了してしまうため、成果指標を設定することは困難である。

長野県立大学三輪キャンパス

mailto:koto-shin@pref.nagano.lg.jp


2
529,491 5,256

千円 千円
長野県立大学施設整備事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
長野市道路舗装費用負担
金

負担金
長野市が実施する長野県立大学正門前市道の舗装工事に対し、経費の
一部を負担
【負担金交付先：長野市】

長野県立大学における高等教育の修学支援新制度に基づく授業料及び
入学金の減免に必要な経費を補助
【交付先：公立大学法人長野県立大学】

評価委員会による令和元年度の大学運営に関する評価を実施
【開催回数：４回】

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

千円
公立大学法人関連事業

補助金

直接

県民文化部 課・室 高等教育振興課

細事業
No.

部局事　業　名 公立大学法人長野県立大学関連事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 04 11 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

1
1,270,990 1,105,209

千円

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

交付金

令和２年度　実施内容（実績）

長野県立大学の運営に必要な経費を交付
【交付先：公立大学法人長野県立大学】

細事業
No.

No.

1

2

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

公立大学法人長野県立大
学運営費交付金

公立大学法人長野県立大
学授業料等減免交付金

公立大学法人長野県立大
学評価委員会の開催


